
○　本校の概要 令和8年2月25日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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Ｃ

保護者アンケートより

「学校は外国語教員を
効果的に活用して、外
国語活動の授業を計画
的に行い、コミュニケー
ション能力を育成してい
ると思いますか。」

「学校は国や地域の伝
統や文化を大切にする
と共に、地球規模の課
題に対して解決に向け
て考える力の育成を
図っている。」

に対して、肯定的な回
答の割合

４：「おおむねできた」と
全教員が回答した。

３：80％以上100％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

２：60％以上80％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

１：「おおむねできた」と
回答した教員が60％未
満であった。

保護者アンケート

「学校は、道徳科を中
心とした各教科等での
学習を通して、豊かな
情操や道徳心を育成し
ていると思いますか。」

「学校は、学習習熟度
に応じた指導を行い、
確かな学力を育成して
いると思いますか。」

「学校は体力テストの結
果を踏まえ、課題に対
する体力向上に向けた
運動に取り組ませてい
ると思いますか。」

に対して、肯定的な回
答の割合

４：「おおむねできた」と
全教員が回答した。

３：80％以上100％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

２：60％以上80％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

１：「おおむねできた」と
回答した教員が60％未
満であった。
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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・授業で職業を体験できると子供たちは楽しくまた記憶に残ると
思います。
・プログラミングや職人体験の取り組みのお話を伺って多くの子
どもの目が輝いている授業を想像しました。引き続きよろしくお
願いします。
・学校の自己評価は適切であると判断します。保護者アンケー
トより③は担保されており、①②はこれまでの取組より評価Aと
いたしました。
・地域の職人の方をお呼びして、左官という仕事があること、ま
た、その職業体験ができたこと、それから技の修得が必要なこ
とを学べたことは貴重な体験ができたと思います。また、商店街
の老舗の海苔店のCM作成では、子供たちがタブレットを活用
し、完成度の高い作品が出来上がったのは、日頃のICT機器を
活用した教育の成果だと感じました。
・「生きる力を育むプロジェクト」の校内研究が３年継続されてい
ることや地域とのつながりが強いことで児童にはなじみのない
職業である「左官」を体験までできたのは、貴重な時間だったと
思います。今後も、地域にいらっしゃる方々の様々な職業を知
ることも面白いかもしれませんね。（最先端の仕事や有名な職
業だけでなく、今の受け継がれる職業なども含め）
・地域と関わりながら学ぶ機会が多く、子供たちが実社会と結
びつけ考える力を育んでいると感じました。今後も子供達の実
態に合った学びが継続されることを期待しています。

・子供の頃から英語や外国人に慣れることはとてもよいことだと
思います。苦手意識をなくしてあげてください。
・①②は保護者アンケート、これまでの取組より学校の自己評
価が適切と判断、一方③に関し、”生きる力を育むプロジェクト”
としてどのような地球規模の課題を取り扱い育成を図ったのか
判断できなかったので”B”としました。
・保護者アンケートの結果からも日常的に英語に触れる取組が
評価されていることが伝わってきました。今後も子どもたちが積
極的に英語に親しめる環境作りを期待しています。
・廊下や階段も有意義に活用されていると思います。
・授業のほかにイングリッシュカフェなどの取り組みも面白いと
思いました。
・教科書の勉強だけでは身に付かないコミュニケーションを取り
ながらの学習が自然と身に付くと思います。
・本来外国語を学ぶ目的はコミュニケーションを取る手段、意義
疎通をすることでありながら、中学高校と学年が進むにつれ
て、受験を突破するためのハードルとなりがちですが、小学校
での学びの入口としてネイティブの先生とのふれあいで言語の
通じる喜びや歌やゲームを通して学ぶことの楽しさを体験でき
ているのは本来の外国語を習得するにあたってとても重要だと
思いました。

・①②③の部は保護者アンケート、これまでの取組により充足
が確認できた一方、④を中心に学校の④3.94％の適切さは判
断できず。小中一貫の視点に立った教育が共通の目標、同様
の指導で十分と評価してよいかも確信のもてない箇所となりま
した。
・学校は地域との繋がりを大切にしていると感じます。今後とも
よりよき関係が引き継がれていくことを望みます。
・公開授業を通して子供たちの学びや成長の様子が分かりや
すく伝えられており安心感につながっていると感じました。今後
も学校の取り組みを共有していただけることを期待しています。
・毎年道徳の公開授業を見学しその後の保護者会に参加して
います。テーマもタイムリーなものが選ばれており、先生方の熱
意を十分感じております。保護者が授業の見学のみで帰ったり
保護者会のみの参加であったり、また、年度当初の保護者会
の参加に比べて少なかったりするところがいつも残念に思って
います。

保護者アンケートより

「教員は、こどもが自ら
考え判断する力や友達
と協力していく力を育成
していると思います
か。」

「学校は学力の定着と
学ぶ意欲の伸長を目指
し、ICT機器（タブレット・
電子黒板等）を活用し
た授業を実践している
と思いますか。」

に対して、肯定的な回
答の割合

４：「おおむねできた」と
全教員が回答した。

３：80％以上100％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

２：60％以上80％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

１：「おおむねできた」と
回答した教員が60％未
満であった。
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〈これまでの取組〉
・「生きる力を育むプロジェクト」の校内
研究も３年目になり、自分を取り巻く
様々な課題に対応できる適応力の育
成を図っている。これまでの学習の積
み重ねにより、児童は多様な考えに
触れ、多角的に考える力の素地が育
まれた。
・おおたの未来づくりの学習で、５年生
がLEGO社のプログラミングを、６年生
が地域の方と協力してこの街に住む
人たちが安全に生活するためにどうす
ればいいのかを考えた「子ども防災訓
練」を実施した。今日的な課題に取り
組むことができた。総合的な学習で
は、４年生が地域の人材（左官職人）
による体験学習を通して職業への思
いを探る学習に取り組んだ。

〈今後の改善策〉
・各学年で年間指導計画を作成する
際に、教科横断的な学びを実施する
単元を明記し、見通しをもって学習を
進めていく。
・「おおたの未来づくり」の実施にあた
り、これまでの「生きる力を育むプロ
ジェクト」の成果を生かしながら、地域
とのつながりを軸に年間計画を見直
し、より本校および本校児童の実態に
合ったものにし実施していく。

〈これまでの取組〉
・外国語教育指導員と連携を取り、児
童が英語でコミュニケーションをとる機
会を多く設定している。また、休み時
間や放課後に外国語教育指導員と接
することや、イングリッシュカフェで一
緒に給食の時間を過ごすことで英語
力の向上を図っている。
・「生きる力を育むプロジェクト」で働く
ことや現代社会における課題につい
て自分事として捉え、どう行動すれば
いいのか考える学習を行った。

〈今後の改善策〉
・低学年の外国語の授業数が２５時間
に増えたことに伴い、より外国語教育
指導員との連携を密に取り、6年間を
通して外国語に慣れ親しむ環境を整
えていく。また、英語力向上のため
に、授業以外で外国語教育指導員と
接する場をより多く設定する。
・「生きる力を育むプロジェクト」におい
て、これまでの積み重ねを基に、発達
段階に応じた課題を設定し、児童が自
分事と捉えて解決策を考えられるよう
にする。

３

93
％

〈これまでの取組〉
・６月の学校公開で体育授業地区公
開講座を行い、保健や体育の学習の
様子を参観させた。
・９月の保護者会の日の５時間目に道
徳授業地区公開講座の公開授業を行
い、その後、各学級でその授業をもと
に話し合う時間を設定し、本校の道徳
の学習での取り組みを保護者に伝え
た。
・小中一貫教育の視点から、生活指
導や学習指導で共通の目標をもちな
がら関係各校が同様の指導を続けて
いる。

〈今後の改善策〉
・来年度も、道徳地区公開講座、体育
授業地区公開講座を学校公開で実施
することで、学校の取り組みを保護者
や地域の方に理解していただく。
・年３回の学校公開で授業内容を精
選し、学習習熟度に応じた指導の様
子を保護者に見ていただく。

３

92
％

２：

１：

４：

成果
評価

令和７年度　大田区立入新井第五小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

・学校規模等…本年度は開校から93年目にあたる。児童数316名（９月１日）、学級数12学級（各学年２学級）　、教職員数18名（管理職２名　学級担任12名　専科４名）
・学校の特色…本校の校風は穏やかで、これは、各町会、卒業生、保護者等、古くから本校にかかわりのある人々の温かな支えによるところが大きい。また、教育活動への支援として、スクールサポートいりご（グリーンサポーターや図書ボランティアなどの常時活動や、
夏休みわくわくスクール等）の取組が年々充実している。児童は何事にも素直な気持ちで向かうことができる。児童は、学年の壁を越えて交流（たてわり班等）するなど、豊かなかかわり合いが見られる。
・本校の取組…文部科学省・国立教育政策研究所　教育課程実践検証協力校（６年目）、大田区教育委員会　子どもの「生きる力」を育むプログラム～大田区における特色ある教育の推進～実践研究校として、これまでの研究成果を生かしながら子どもの「生きる力」を育
むプログラムの研究に取り組んできている。

1

学校関係者記入欄

10

Ｃ

３：

目標に対する成果指標

9

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

４

100
％

３

88
％

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

３

94
％

Ｄ

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要な
創造力や課題解
決力、情報活用
能力を育成しま
す。

３

88
％

３

93
％

３

81
％

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

３

88
％

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

３

94
％

３

87
％

３：

３

88
％

２：

１：



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

〈これまでの取組〉
・児童により防災訓練を実施し、保護
者や地域の方々にも参加していただ
いた。地域防災の意義や地域の一員
としての役割について学習する機会を
設けた。
・地域防災訓練に多くの教職員が参
加し、地域の方と協力し防災拠点とし
ての学校の立場を意識し、設営の方
法を学んだ。

＜今後の改善策＞
・保護者や地域の方から取り組みの
継続の要請もあり、子ども防災会議な
ど今年度の取り組みを今後も改善し
つつ継続する。
・コミュニティースクールとして地域と
の関わりをより密接にしながら、委員
の皆さんと協働して作業を進めてい
く。

３
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・小さい時から防災に関して体験することはたいへんよいことと
思います。ぜひ続けてください。
・児童による防災訓練に参加させていただいています。とてもよ
い取り組みだと思います。児童の皆さんがとても頼もしい。今
後、地域で活躍してくれることと思います。
・①は地域との連携により取組が正しく評価されている。②はア
ンケートなどにより学校評価が適切だと確認いたしました。
・6年生の児童やその行事に対して5年生以下の児童たちは、
「いつかは自分も」という憧れの気持ちがあると思うので、特に5
年生や4年生に避難訓練の様子などを真近で見せていくことが
効果的だと思います。
・学校が防災拠点としての役割を意識した取り組みを行ってい
る点が評価できると感じました。今後も地域と一体となって防災
教育の充実を期待します。
・学校内だけでなく、地域を巻き込むことで子供たちと地域が
年々近くなっていく感じがします。子供たちが提案→実施をする
ことで自分たちができること、できないことが分かり、できないと
きはどのようにしていくかも考える機会だと思うので継続を期待
します。

・町会としては、何とか協力したいと思いますが、高齢者が多い
ので…
・地域防災訓練など大勢の教員の方々が参加してくださり、あり
がとうございます。
・日々の活動に加え、コミュニティースクールなどの会議もあり
学校の評価は適切であると判断しました。
・今年度はカムチャッカの地震による津波警報や台風による大
雨に伴う冠水、校内に隣接する建物での殺人事件など、例年に
はない出来事が多くありましたが、先生方の地域の見回りや校
内での児童の待機など安全に配慮された行動に感謝していま
す。また、学童や児童館などへの連絡連携も素晴らしいと思い
ました。
・地域や保護者と連携した取り組みや情報発信が適切に行わ
れており、高い評価につながっていると感じました。「いりんご日
記」も楽しみにしています。
・岡野校長をはじめ、先生方が「学校運営協議会」の場を意見
を言える環境作りをしてくださっていることに感謝ばかりです。
参加している方々は皆さん「何かしら学校の役に立つなら」との
思いをもってらっしゃると思うので

・入新井第五小学校の先生方は子ども一人一人をよく見て把
握し対応してくれています。我々地域の者にも笑顔で接してくれ
ますし、教員という仕事を楽しんでいてくれるように見えます。こ
れからもよろしくお願いします。
・①②は左記により、また③は保護者として、PTA４役員として
知る限りにおいて学校評価は正しいと判断しました。
・毎月の予定表の中に「研究授業」が頻繁にあるのを見かけま
す。日々先生方が授業を進化させる努力をしていると思いま
す。低学年から算数を能力別に指導することにより、学習の取
りこぼしを防いでいることがよく分かります。また、図工や算数
など、専門の先生から学ぶことで子どもたちがより深く探究でき
ていると学校公開の際に感じます。
・授業が分かりやすいと感じている児童が多いことから、校内Ｏ
ＪＴによる取り組みの成果が出ているのだろうと感じました。今
後も子供たちにとって安心して学べる環境作りを期待していま
す。
・子供たちが楽しい学校生活を送るには先生方も「やりがい」を
もってイキイキしてほしいです。先生達の中でも勉強会で若手
の先生方にも自信をもって働かれることを望みます。
・先生方同士の良き関係は子どもたちにも伝わると思います。

〈これまでの取組〉
・若手教員育成として校内ＯＪＴを進
め、内容の充実を図っている。今年度
は、若手教員の希望する教科の授業
を、中堅・ベテラン教諭が公開し授業
力の向上を図った。
・第４学年から第６学年では理科と社
会において教科担任制を行うことによ
り、専門性を生かした内容の濃い授業
を展開した。
・起案を早く行うことで教職員が見通し
をもって職務に従事できるようになり、
心身ともに健康な状態で児童と向き合
うことができた。

〈今後の改善策〉
・来年度も毎月校内OJTの時間を設
定し、中堅教諭による若手教諭への
指導状況の報告及び意見交換会をす
るとともに、若手教諭や中堅・ベテラン
教諭が授業の参観し合える機会を増
やしていく。
・本年度に引き続き、年間行事予定に
基づいた学校運営を行うことにより、
教職員が見通しをもって職務にあたれ
る環境を作る。

３
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・スクールカウンセラーさんという存在が身近になっているよう
で保護者にとっても身近な相談相手として認識されていくといい
と思いました。
・細かいところを見逃せないようによろしくお願いします。
・左記の情報では評価は難しいと判断いたしました。
・3年生の地域安全マップ作りの授業に参加した時に、協調性
の成長がゆっくりであり自己主張が強過ぎてグループ内で不協
和音となりがちな児童には、補助の先生が笑顔で優しく声掛け
していたので安心しました。
・ごくまれですが、朝学校に入らず、うずくまっている児童とその
保護者や登校を嫌がる児童を説得して送っている保護者を見
かけることがあり、先生、児童、地域の人の協力でよくなればい
いなと思います。
・子供や保護者が相談しやすい環境が整えられており、学校が
丁寧に対応していることが伝わってきました。今後も子供たちを
みんなで見守る取り組みが続くことを期待しています。
・子どもたちだけでなく家庭に対しての配慮に感謝します。

〈これまでの取組〉
・いじめに関する授業を全学級が毎学
期確実に実施した。年２回のいじめア
ンケートも確実に全学級で実施し、ア
ンケート結果を基に児童への聞き取り
を丁寧に行った。
・学級担任が各家庭への連絡を密に
取ったり、個人面談を活用すること
で、保護者が育児に関して困り感を抱
えていることに早く気付き、スクールカ
ウンセラーに相談する方法を提案する
環境がある。また、児童が休み時間に
スクールカウンセラーに気軽に話に行
く姿も見られる。
・スクールカウンセラーによる５年児童
の全員面談を実施した。

〈今後の改善策〉
・いじめを見逃さない姿勢を全教員が
もち、早期発見ができるように金曜日
に実施する生活指導夕会での情報交
換を密に行う。
・本年度のように全教員で児童を育む
意識をもち、学級、学年を超えてみん
なで児童を見守っていく組織と継続す
る。

３

89
％

Ｂ

１：

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

Ａ 8

Ｂ

Ｄ

児童のアンケートより

「授業がよくわかる。」
に対して肯定的な回答
の割合

保護者のアンケートより

「学校は、学習習熟度
に応じた指導を行い、
確かな学力を育成して
いると思いますか。」

「教職員がそれぞれの
専門性を生かしたり、地
域の特色を生かしたり
して教育活動を行って
いると思いますか。」

に対して肯定的な回答
の割合

４：「おおむねできた」と
全教員が回答した。

３：80％以上100％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

２：60％以上80％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

１：「おおむねできた」と
回答した教員が60％未
満であった。

２：

１：

児童のアンケートより

「学校生活の中で、友だ
ちや先生に自分の気持
ちをいえましたか。」

保護者アンケートより
「教員は、こどもの困っ
ていることや悩みなどを
理解し、誠実に対応し
ていると思いますか。」

に対して肯定的な回答
の割合

４：「おおむねできた」と
全教員が回答した。

３：80％以上100％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

２：60％以上80％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

１：「おおむねできた」と
回答した教員が60％未
満であった。

４：

１：

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

４：

保護者アンケートより

「学校は、避難訓練や
安全指導日などを通し
て、危険や災害に対す
る教育を行っていると思
いますか。」

に対して、肯定的な回
答の割合

４：「おおむねできた」と
全教員が回答した。

３：80％以上100％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

２：60％以上80％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

１：「おおむねできた」と
回答した教員が60％未
満であった。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

２：

３：

３：

４：

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。 ３

97
％

２：

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

３

88
％

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
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Ｃ

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

４

100
％

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人
ひとりの能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っている。

３
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３
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３
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Ｂ

保護者アンケートより

「学校は地域・保護者と
の協力のもと、教育活
動の充実に努めている
と思いますか。」

「学校は、教育活動の
様子や情報をホーム
ページや学校だより・学
年だより等を通して、保
護者にきちんと伝えて
いると思いますか。」

に対して肯定的な回答
の割合

４：「おおむねできた」と
全教員が回答した。

３：80％以上100％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

２：60％以上80％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

１：「おおむねできた」と
回答した教員が60％未
満であった。

〈これまでの取組〉
・学校運営協議会を設置し、コミュニ
ティ・スクールとしての活動を推進し
た。
・休日に行われるＰＴＡ行事、地域防
災訓練等に教員が積極的に参加した
り、学校の授業や行事に保護者や地
域の方が参加したりする機会を設け、
学校、保護者、地域が連携して活動し
た。
・交通安全指導員による登下校の見
守りやPTAによる地域パトロールを実
施した。

〈今後の改善策〉
・コミュニティースクールとして地域と
の関りをより密にしながら、委員の方
と協働して作業を進めていく。
・毎日更新している「いりんご日記」や
ホームページを活用し、本年度と同様
に学校の様子を発信していく。
・本年度より運用されたtetoruを活用
して、保護者や地域との連携を深め
る。

Ｄ
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Ｃ
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４

100
％

３：
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